
「高齢者てんかん」発作型の割合

「神経治療学30（3）;296-3002013」より

複雑部分
発作
45％

単純部分発作
４％

ミオクロニー発作
6％

二次性
全般化発作
  45％

の
朦も
う
ろ
う朧

状
態
が
遷
延
す
る

こ
と
な
ど
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
。

　
〈
複
雑
部
分
発
作
〉
を
起

こ
し
て
も
、
ご
本
人
は
意

識
が
な
い
状
態
で
行
動
し

て
い
る
た
め
、
周
り
か
ら
見
て
、

て
ん
か
ん
発
作
が
起
き
て
い
る
と

捉
え
る
こ
と
が
難
し
い
で
す
。

　

さ
ら
に
発
作

後
は
、
意
識
が

朦も
う
ろ
う朧
と
し
て
い

る
た
め
、
高
齢

者
が
こ
の
状
態

で
あ
る
と
、
単

に
ボ
ー
っ
と
し

て
い
る
よ
う
に

見
え
、
認
知
症

に
な
っ
た
と
間

違
っ
た
診
断
に

至
る
場
合
も
し

ば
し
ば
あ
り
ま

す
。

　
（
続
く
）「
70
歳
以
上
の
高
齢
者

で
は
、
て
ん
か
ん
の
発
症
率
が
小

児
期
に
次
い
で
高
く
な
っ
て
い
ま

す
＝
左
表
参
照
。

　

高
齢
者
の
て
ん
か
ん
で
は
、
脳

卒
中
後
遺
症
や
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
の
合
併
症
と
し
て
起
き
る
こ
と

が
多
く
、〈
複
雑
部
分
発
作
〉
が

多
い
＝
下
円
グ
ラ
フ
＝
、
発
作
後

ボ
ー
っ
と
見
え
る
こ
と
で
診
断
間
違
い
も

発
作
の
種
類

小
児
だ
け
で
は
な
い

神
経
細
胞
が
過
剰
に
興
奮
す
る
た

め
に
、
発
作
が
反
復
性
に
起
こ
る

病
気
で
す
」

　
（
神
経
内
科
部
長
・
小
山
主
夫

医
師
／
取
材
協
力
）「『
て
ん
か
ん
』

は
、
慢
性
の
脳
疾
患
で
、
大
脳
の

　

湘
南
東
部
総
合
病
院
（
茅
ケ
崎
駅
ま
た
は
茅
ヶ
崎
市
内
各
所
か
ら
無
料
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
運
行
中
）
の
神
経
内
科
で
は
、
認
知
症
／
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
／
て
ん

か
ん
な
ど
を
あ
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
神
経
内
科
部
長
の
小
山
主
夫
医
師
に
、
高

齢
者
の
て
ん
か
ん
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

てんかんの発症年齢・有病率など

HauserWa,AnnegersJF,AndersonVE;Epidemiology and the genefics of epilepsy In Epilepsy WardAA Jr(ed),Raven Press,NewYork,1983 267-294より

高齢者
てんかんの
原因疾患

「認知症」の原因として多い疾患ばかり！

● 脳血管障害
● 頭部外傷
● アルツハイマー病
● 脳腫瘍
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有病率有病率

る
病
気
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
代
表

は
「
認
知
症
」
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
他
の
専
門
科
で

も
神
経
内
科
で
も
、
対
応
し
て
い

脳・神
経
を
全
身
で
診
る

「
認
知
症
」は
総
称
、「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
」は
病
名

筑波大学附属病院精神神経科資料など（2013年５月）より

日本の認知症の種類

レビー小体型
認知症
4.3%
前頭側頭型
認知症
1.0%
その他 7.6%

19.5%

脳血管性
認知症

67．6％

総人口のうち
６５歳以上
No.1日本 
28．4％

アルツハイマー型
認知症

アルツハイマー型
認知症

あ
つ
か
い
、
心
療
内
科
で
は
、
心

理
的
・
社
会
的
な
要
因
が
き
っ
か

け
で
体
に
異
常
を
き
た
す
病
気
を

対
象
に
し
て
お
り
、
両
者
は
神
経

内
科
と
全
く
異
な
り
ま
す
。

　

神
経
内
科
で
は
、【
て
ん
か
ん
】

【
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
】【
認
知
症
】

【
脳
卒
中
】
な
ど
を
含
め
て
、
多

岐
に
わ
た
る
疾
患
を
あ
つ
か
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
し
て
神
経
内
科
の
特
徴
と
し

て
、
脳
や
神
経
の
病
気
を
全
身
で

診
て
、
原
因
や
治
療
法
を
み
き
わ

め
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

の
性
質
か
ら
、
診
断
結
果
に
よ
っ

て
、「
精
神
科
」「
脳
神
経
外
科
」

「
整
形
外
科
」「
耳
鼻
科
」
な
ど
の

各
専
門
科
に
紹
介
す
る
こ
と
も
多

く
、「
総
合
診
療
科
」
の
よ
う
な

役
割
も
も
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
の
高
齢
化
と
と
も
に
、
脳

や
神
経
に
関
わ
る
疾
患
の
患
者
数

も
増
え
続
け
、病
院
の
診
療
科「
神

経
内
科
」
の
社
会
的
ニ
ー
ズ
は
、

以
前
よ
り
も
高
ま
り
を
み
せ
て
い

ま
す
。

　

ど
う
し
て
も
「
神
経
内
科
」
と

い
う
名
前
の
響
き
や
イ
メ
ー
ジ
か

ら
、「
精
神
科
」
や
「
心
療
内
科
」

と
混
同
さ
れ
て
し
ま
い
が
ち
で
す

が
、
精
神
科
は
、
主
に
心
の
病
を

　

世
界
の
中
で
も
日
本
は
、
高
齢

化
率
が
最
も
高
い
“
超
高
齢
者
国

家
”
で
す
。
総
人
口
に
占
め
る
65

　

日
本
で
は
高
齢
化
に
と
も
な
い
、
近
年
、
脳
や
神
経
の
病
気
を
全
身
的

に
診
る
「
神
経
内
科
」
の
医
師
の
活
躍
の
場
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の

診
療
科
で
は
、「
認
知
症
」
も
対
象
疾
患
の
一
つ
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
神
経
内
科
の
特
徴
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

●日本神経学会 指導医・専門医
●日本脳卒中学会 認定脳卒中専門医
●日本内科学会 認定内科医
●難病指定医
●身体障害者福祉法第１５条指定医
●臨床研修指導医

小山 主夫医師
湘南東部総合病院
　　　　　神経内科部長

　
（
続
く
）「
世
間
一
般
の
方
は
、

『
て
ん
か
ん
』
は
子
ど
も
の
病
気

で
、“
急
に
倒
れ
て
口
泡
を
吹
き
、

ひ
き
つ
け
を
起
こ
す
発
作
を
繰
り

返
す
も
の
”
と
思
わ
れ
て
い
て
、

高
齢
に
な
っ
て
か
ら
発
症
す
る
と

は
、
あ
ま
り
考
え
て
い
な
い
よ
う

で
す
」

歳
以
上
の
割
合
は
28
．
４
％
に
上

り
、
次
に
続
く
イ
タ
リ
ア
（
23
．

０
％
）
を
大
き
く
上
回
り
ま
す
。

　

以
前
に
比
べ
て
国
内
で
は
、「
認

知
症
セ
ミ
ナ
ー
」
や
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
な
ど
の
開

催
に
よ
っ
て
、
一
般
の
人
が
認
知

症
と
い
う
病
気
を
学
ぶ
機
会
が
増

え
、
社
会
で
の
理
解
も
進
ん
で
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
認
知
症
と
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
は
何
が
違
う
の
？
」

と
い
う
声
も
ま
だ
多
く
、
理
解
の

程
度
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
「
認
知
症
」
と
は
、
一
つ
の
固

有
の
病
名
で
は
な
く
、
何
ら
か
の

病
気
に
よ
っ
て
起
こ
る
症
状
や
状

態
の
総
称
で
す
。
そ
の
何
ら
か
の

病
気
が
脳
の
神
経
細
胞
を
害
す
る

と
、
物
事
を
認
識
・
記
憶
・
判
断

す
る
能
力
が
な
く
な
り
、
社
会
生

　

し
か
も
、
脳
卒
中
や
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
自
体
が
、
認
知
症
の
原

因
と
な
る
疾
患
で
あ
る
た
め
、
高

齢
者
の
て
ん
か
ん
は
見
逃
さ
れ
や

す
い
病
気
と
い
え
ま
す
。

　

て
ん
か
ん
は
多
く
の
場
合
、
内

服
治
療
で
発
作
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
き
ち
ん
と
診
断
を
受

け
て
治
療
す
れ
ば
、
症
状
の
改
善

が
み
ら
れ
る
病
気
で
す
の
で
、
是

非
、
当
院
の
神
経
内
科
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
」。

■
湘
南
東
部
総
合
病
院

外
来
予
約
セ
ン
タ
ー

☎
０
４
６
７・８
３・９
１
９
２

　
（
月
〜
土
／
８
時
か
ら
17
時
）

茅
ヶ
崎
市
西
久
保
５
０
０

　
（
続
く
）「
て
ん
か
ん
に
は
、
い

く
つ
か
の
発
作
型
が
あ
り
ま
す
。

　
〈
単
純
部
分
発
作
〉
で
は
、
脳

の
原
因
部
位
に
応
じ
て
症
状
が
現

れ
、
皮
質
運
動
野
に
あ
れ
ば
そ
れ

に
応
じ
た
運
動
症
状
が
出
て
、
視

覚
野
に
あ
れ
ば
視
覚
異
常
が
発
作

と
し
て
み
ら
れ
ま
す
。〈
複
雑
部

分
発
作
〉
は
、
意
識
が
な
く
な
っ

て
無
意
識
に
行
動
す
る
発
作
が
み

ら
れ
ま
す
。
前
述
の
“
急
に
倒
れ

て
口
泡
を
吹
い
て
ひ
き
つ
け
を
起

こ
す
発
作
”
は
〈
強
直
間
代
発
作
〉

で
、こ
れ
も
発
作
型
の
一
つ
で
す
」

活
や
日
常
行
動
に
支
障
が
出
ま

す
。
そ
の
症
状
や
状
態
を
指
す
言

葉
が
、
認
知
症
で
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、「
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
」（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

型
認
知
症
）
と
は
、
こ
の
認
知
症

の
状
態
を
引
き
起
こ
す
何
ら
か
の

病
気
の
中
で
、
最
も
多
い
病
気
の

名
前
で
す
。

　

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
代
表
的

な
病
態
は
、
脳
の
萎
縮
・
神
経
細

胞
の
減
少
・
神
経
原
線
維
変
化
で
、

脳
の
中
に「
ベ
ー
タ
ア
ミ
ロ
イ
ド
」

と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
を
蓄
積
す
る

こ
と
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
記
憶
障
害
が
始
ま

り
、
経
過
と
と
も
に
見
当
識
障
害

が
現
れ
、体
の
動
き
も
低
下
し
て
、

寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　

＊　
　

＊　
　

＊

　

高
齢
の
家
族
や
自
分
の
行
動
で

不
審
に
思
う
こ
と
な
ど
、
気
掛
り

な
こ
と
は
、
神
経
内
科
を
受
診
す

る
こ
と
も
一
つ
の
方
法
で
す
。
特

に
精
神
科
が
併
設
さ
れ
て
い
る
病

院
で
あ
れ
ば
、
さ
ら
に
安
心
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
各
医
療
圏
に
は
「
認
知

症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
に
約

５
０
０
カ
所
あ
る
の
で
、
お
住
ま

い
の
地
域
で
は
、
ど
の
医
療
機
関

が
該
当
す
る
か
を
事
前
に
調
べ
て

お
き
ま
し
ょ
う
。（
湘
南
エ
リ
ア

は
「
湘
南
東
部
総
合
病
院
」。）

湘南東部総合病院
茅ヶ崎市西久保500 

☎0467-83-9111（担当 大瀧）
m-otaki@fureai-g.or.jp

問合・申込

対象：看護師を目指している方・考えている方 看護師の体験

茅ケ崎新北陵病院
茅ヶ崎市行谷583‒1

医療法人社団
康心会

医療法人社団
康心会

☎0467-53-4111
0467-53-4113FAXMAIL

問合・申込

対象：中学生・高校生 看護師・PT・OT・STの体験

● 血圧測定
● ストレッチャーの乗車体験
● 入院生活のケア援助体験
● 各医療スタッフの仕事見学

● シーツ交換
● 車椅子介助
● 病棟見学
　　　　　 など

過去実施した体験内容
● 血圧・体温・脈拍・  呼吸の測定
● 車椅子の介助
● ストレッチャー移送● 洗髪・手浴・足浴・清拭  の介助 など

体験例

「看護師ってどんな仕事？」「看護師になりたい！」ー。
そんな思いをもつ地域の方々を対象に、
一日看護体験を実施しています。
実際に白衣を着て体験できるので、
将来の姿を描きやすく人気です。
看護スタッフとお話もできるので、
ぜひ体験を！

看護師・PT（理学療法士）・OT（作業療法士）・ST（言語聴覚士）の
仕事を体験できる「一日体験」を毎月実施しています。
茅ケ崎新北陵病院では、病院食の試食もできます。

他院で「看護体験」などをした方でも、お気軽にご参加を！

横浜

川崎

大船
平塚 茅ケ崎 辻堂 藤沢

相模湾

東
京
湾

寒川

湘南東部総合病院
無料シャトルバス

茅ケ崎駅北口および
茅ヶ崎市内各所で運行中

茅ケ崎新北陵病院
無料シャトルバス

「湘南ふれあいの園」から運行中

混
同
し
が
ち
な
医
療
用
語

　
　

 

「
認
知
症
」と「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」

　
　
　
　
　

   

「
神
経
内
科
」と「
精
神
科
」の
違
い

高
齢
者
に
も
多
い「
て
ん
か
ん
」と
そ
の
特
徴

湘
南
東
部
総
合
病
院
　
小
山
主
夫 

神
経
内
科
部
長
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ふれあい平塚ホスピタル
☎0463-22-4105

体験内容
● 血圧・脈拍・体温の測定
● 車椅子の介助
● 手浴・足浴の介助
● 食事の介助
● 病院食体験
● リハビリテーションの見学　など

実際に白衣に着替えて看護の仕事を
体験してみませんか？
当日は白衣姿で記念撮影もします♪

平塚市袖ヶ浜1-12 （JR平塚駅南口から徒歩15分）

 hrt-asno@fureai-g.or.jpメール

体験時期は、
ご相談の上で決定させて
いただきます。
皆さまのご応募を
お待ちしております！

募集中 看護師の職場体験看護師の職場体験

平塚駅

湘南
海岸公園

交番
高浜公園前

南口
バスターミナル

134
ココ

MA
P

MA
P

個別で
開催！

会場

期間

申込

3／16（月）～3／３１（火）

湘南ふれあいの園
２Fラウンジ
（今の建物・茅ヶ崎市茅ヶ崎２‒２‒３）

お電話にて事前予約制

湘南ふれあいの園  ☎０４６７-８６-６５３４湘南ふれあいの園  ☎０４６７-８６-６５３４申込予約・問合せ

新施設（新・湘南ふれあいの園）説明会

※各日３組様まで

茅ケ崎駅
茅ケ崎駅前茅ケ崎駅前
1

茅ヶ崎
市役所
茅ヶ崎
市役所

茅ケ崎
中央病院
茅ケ崎
中央病院

中央公園

ココ

キリトリ

キリトリ

キ
リ
ト
リ

キ
リ
ト
リ

無料

ホームでは入居者の笑顔が多く見られる

湘南ふれあいの園 ☎０４６７-86-６534

完成イメージ（上層階「湘南ふれあいの園」）

介護付有料老人ホーム

湘南ふれあいの園

ふれあいグループ メディカルネットワーク

手術 検査 入院 通院 リハビリ 透析

グループ
病院

看護 介護 生活
相談

湘南
ふれあい
の園

外来・救急

往診・検診

中央
公園

茅ヶ崎
市役所

国道
１号

2020年
6月（予定

）

リニュー
アル

オープン
！

2020年
6月（予定

）

リニュー
アル

オープン
！

施
設
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・

映
画
館
な
ど
が
徒
歩
圏
に
あ
り
、

快
適
さ
と
利
便
性
を
併
せ
も
っ
て

い
ま
す
」

　
│
│
│
ホ
ー
ム
で
の
日
常
生
活

に
つ
い
て
も
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
新
し
い
ホ
ー
ム
で
は
、
Ｉ
Ｈ

キ
ッ
チ
ン
・
浴
室
・
ト
イ
レ
な
ど
、

女
性
が
気
に
な
る
水
回
り
を
特
に

こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
洗
濯
機
の
ス

ペ
ー
ス
も
確
保
し
た
居
室
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
住
ん
で

い
た
自
宅
で
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

を
、
そ
の
ま
ま
当
ホ
ー
ム
に
も
ち

込
ん
で
、
す
ぐ
に
生
活
が
ス
タ
ー

ト
で
き
る
住
空
間
を
設
計
し
て
お

り
ま
す
。

　

安
全
確
保
の
た
め
、
居
室
内
に

は
『
人
感
セ
ン
サ
ー
』
を
設
置
い

た
し
ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
守

り
な
が
ら
、
緊
急
時
に
す
ぐ
に
対

応
で
き
る
よ
う
に
し
、
さ
ら
に
居

室
は
カ
ー
ド
キ
ー
で
す
の
で
、
安

全
性
が
高
い
上
に
使
い
や
す
く
、

手
の
不
自
由
な
ご
入
居
者
さ
ま
で

も
、
無
理
な
く
施
錠
で
き
る
よ
う

に
配
慮
い
た
し
ま
し
た
。

　

気
軽
に
外
に
出
て
み
よ
う
と
思

え
る
住
空
間
は
、
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ

を
充
実
さ
せ
る
大
き
な
要
素
の
一

つ
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
湘

プ
』
に
お
け
る
茅
ヶ
崎
エ
リ
ア
の

医
療
拠
点
・
医
療
法
人
社
団
康
心

会
茅
ケ
崎
中
央
病
院
が
、
階
下
に

あ
り
ま
す
。
そ
の
ビ
ル
の
高
層
階

（
３
〜
９
階
）
が
当
ホ
ー
ム
で
す
。

グ
ル
ー
プ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も

し
っ
か
り
し
て
お
り
、
検
査
や
通

院
の
ほ
か
、
リ
ハ
ビ
リ
、
人
工
透

析
治
療
、
往
診
な
ど
、
幅
広
い
医

療
サ
ポ
ー
ト
が
あ
る
安
心
の
生
活

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
所
属
の
看
護
・
介
護
ス

タ
ッ
フ
は
、
各
機
関
と
連
携
を
は

か
り
、
日
々
の
生
活
の
中
で
“
身

近
な
医
療
”を
実
践
し
て
い
ま
す
。

病
院
ス
タ
ッ
フ
ま
で
も
が
、
顔
見

知
り
と
な
る
生
活
環
境
は
、
安
心

感
と
落
ち
着
き
あ
る
暮
ら
し
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
医
療
と
介
護
の
一
体
性

は
、
ホ
ー
ム
の
開
設
時
か
ら
変
わ

ら
ず
に
ず
っ
と
続
け
て
お
り
、
大

切
に
考
え
て
い
る
こ
と
で
す
」

　
│
│
│
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
も
駅

か
ら
近
い
の
で
す
か
？

　
「
は
い
。
茅
ケ
崎
駅
北
口
か
ら

徒
歩
５
分
の
と
こ
ろ
に
新
ホ
ー
ム

が
立
ち
ま
す
。
外
に
出
れ
ば
、
市

役
所
・
文
化
会
館
・
公
園
・
入
浴

　

茅
ケ
崎
駅
徒
歩
５
分
の
市
中
心

地
に
立
つ
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー

ム
「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」。
今

年
６
月
（
予
定
）
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
、
さ
ら
に
機
能
と
利
便
性

を
高
め
ま
す
。

　

同
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
、
施
設
担

当
者
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
│
│
│
階
下
に
病
院
が
あ
る
と

い
う
環
境
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後

も
引
き
継
が
れ
ま
す
か
？

　
（
施
設
担
当
者
・
以
下
同
）「
は

い
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
も
同
じ
で

す
。
こ
の
住
環
境
は
当
ホ
ー
ム
の

大
き
な
特
長
で
あ
り
、
長
く
支
持

さ
れ
続
け
て
き
ま
し
た
。
医
療
に

見
守
ら
れ
て
い
る
当
ホ
ー
ム
『
湘

南
ふ
れ
あ
い
の
園
』
で
の
暮
ら
し

は
、“
健
康
が
日
常
に
な
る
”
日
々

だ
と
思
い
ま
す
。

　

快
適
な
住
ま
い
／
心
地
良
い
介

護
／
安
心
の
医
療
環
境
が
、
一
つ

に
な
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
も
人

生
の
楽
し
み
を
実
感
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
で
サ

ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
」

　
│
│
│
医
療
環
境
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
「
所
属
の
『
ふ
れ
あ
い
グ
ル
ー

　

介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
「
湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園
」
は
、今
年
６
月
（
予
定
）
に
、

茅
ケ
崎
駅
北
口
か
ら
徒
歩
５
分
・
国
道
１
号
の
交
差
点
「
茅
ケ
崎
駅
前
」
す
ぐ
の

新
築
ビ
ル
で
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
す
。

　

○
…
今
年
（
２
０
２
０
年
）
１

月
に
施
設
長
と
し
て
着
任
し
ま
し

た
。「
当
施
設
は
『
介
護
老
人
保

健
施
設
』
で
す
の
で
、
療
養
に
重

点
を
お
い
た
特
徴
を
最
大
限
に
活

か
し
、
安
心
し
た
療
養
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
ス
タ
ッ
フ
一
同
で
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
」。
こ
れ
ま
で
、

関
連
機
関
で
あ
る
「
茅
ケ
崎
新
北

陵
病
院
」
で
、
開
院
時
か
ら
診
療

を
続
け
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
同

院
で
外
来
を
担
当
し
、
病
院
と
介

護
施
設
の
２
つ
の
現
場
に
向
き

合
っ
て
い
る
医
師
で
す
。

　

○
…
介
護
老
人
保
健
施
設
で
あ

る
「
ふ
れ
あ
い
の
丘
」
で
は
、
脳

卒
中
の
発
症
後
、
身
体
機
能
の
後

遺
障
害
を
抱
え
て
病
院
の
退
院
後

も
継
続
し
た
リ
ハ
ビ
リ
が
必
要
な

人
や
、
大
腿
骨
骨
折
な
ど
の
整
形

外
科
疾
患
で
手
術
後
に
一
定
期
間

の
リ
ハ
ビ
リ
を
終
え
た
後
も
、
自

宅
復
帰
に
は
ま
だ
不
安
が
残
る
人

な
ど
に
対
し
、
入
所
生
活
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
必
要
性
に
応
じ

た
リ
ハ
ビ
リ
訓
練
や
ケ
ア
を
提
供

し
、
在
宅
復
帰
を
目
指
し
た
サ

ポ
ー
ト
も
し
て
い
ま
す
。「
当
施

設
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
や
看
護
・
介

護
サ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
も
精
力
的
に
行
な
っ

て
い
ま
す
。
楽
し
そ
う
に
歌
っ
た

り
、
趣
味
に
熱
中
し
て
い
る
入
所

者
さ
ま
の
姿
が
多
く
見
ら
れ
る
の

は
、
当
施
設
の
特
徴
だ
と
思
い
ま

す
。
入
所
生
活
を
送
る
上
で
、
お

一
人
お
ひ
と
り
に
合
っ
た
心
身
の

ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
は
、
と

て
も
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
」。

　

○
…
施
設
長
と
し
て
の
大
き
な

任
務
の
一
つ
に
、
感
染
症
対
策
が

あ
り
ま
す
。「
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
、
年
間
を

通
し
て
は
肺
炎
な
ど
の
感
染
症
が

存
在
し
ま
す
。
予
防
は
も
ち
ろ
ん

重
要
で
す
が
、
現
場
で
は
入
所
者

さ
ま
の
状
態
を
『
見
極
め
る
』
こ

と
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。
嚥
下
障
害
が
あ
る
と
誤
嚥

性
肺
炎
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す

し
、
認
知
症
を
抱
え
て
い
る
と
、

必
要
な
医
療
機
器
が
外
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
同
士
が
連
携
し
て
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
、
日
々
環
境
を
整

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
」。
温
和
で
包
容
力
あ

る
施
設
長
の
言
葉
が
響
き
ま
す
。

関 英雄 医師
 （せき ひでお）　　　　

ふれあいの丘 施設長
【 内 科 】

日本消化器病学会 専門医
日本内科学会 認定内科医
日本医師会 認定産業医

   「
病
院
と
は
異
な
る
利
点
を

　 

　
　  

活
か
し
た
最
良
の
ケ
ア
を
」

こ
の「
人
」に
聞
く

ふれあい平塚
居宅介護支援
事業所

平塚市袖ヶ浜1-12
（ふれあい平塚ホスピタル内）

☎0463-20-5272

医療も介護も
私たちに
ご相談ください！

お気軽にお問合せください。

要介護認定 ケアプランの作成や管理

要介護者や家族からの相談対応

市町村から委託を受け、要介護者の自
宅を訪問し、心身の状態を確認します。
また、更新申請に関する書類作成の
代行業務を行ないます。

給付管理
支給限度額の確認と利用者負担額の
計算をします。サービス利用票の作成
や、給付管理票を作成し、提出します。

課題分析を行ない､目標を設定した上でケア
プランを作成します。介護サービスの開始後
には、定期的に要介護者を訪問し､目標が
達成できているか､介護サービスに不満が
ないか等を確認します。

要介護者からの相談や、要介護者の家族か
ら寄せられる相談に対応し、希望に沿った
介護サービスを提案します。

ケアマネジャーの主な役割

同事業所のケアマネジャー

不
十
分
で
あ
る
』
と

ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
私
た
ち
は

平
塚
市
南
部
で
地
域

医
療
を
支
え
る
『
ふ
れ

あ
い
平
塚
ホ
ス
ピ
タ

ル
』
内
に
事
業
所
を
構

え
、
医
師
や
看
護
師
、

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ

ら
と
情
報
を
共
有
し

な
が
ら
、
入
院
時
か
ら

退
院
後
ま
で
、
切
れ
目

の
な
い
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
平
塚
ホ

ス
ピ
タ
ル
に
ご
入
院

さ
れ
た
患
者
さ
ま
に

限
ら
ず
、
介
護
が
必
要

な
地
域
の
方
の
在
宅

生
活
支
援
を
行
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
」。

　
　
　
   〈
取
材
協
力
〉

特
徴
は
「
医
療
に
強
い
」

　
「
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
は
地

域
に
い
く
つ
か
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
当
事
業
所
の
強
み
は
『
医

療
に
強
い
』
点
で
す
。
時
折
、『
医

療
に
関
す
る
知
識
に
自
信
が
な

い
』
と
い
う
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が

い
る
と
い
う
話
を
聞
き
ま
す
が
、

当
事
業
所
に
は
、
看
護
師
、
作
業

療
法
士
と
い
っ
た
医
療
経
験
を
も

つ
ス
タ
ッ
フ
が
在
籍
し
て
い
ま
す

の
で
、『
医
療
か
ら
介
護
ま
で
、

幅
広
く
相
談
で
き
る
』
と
利
用
者

さ
ま
や
ご
家
族
、
連
携
施
設
の
皆

さ
ま
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
所
属
グ
ル
ー
プ
の
医
療

機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
サ
ー
ビ

ス
提
供
体
制
も
充
実
し
て
い
ま

す
。『
医
療
・
介
護
連
携
は
ま
だ

な
方
の
た
め
に
、
要
介
護
認
定
の

申
請
の
お
手
伝
い
や
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
計
画
書
（
ケ
ア
プ
ラ

ン
）
の
作
成
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

と
の
調
整
な
ど
を
行
な
う
『
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
ト
ー
タ
ル
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
』
で
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
よ
っ
て
在
宅
療
養
生
活
は

大
き
く
変
化
す
る
の
で
、
私
た
ち

は
、
利
用
者
さ
ま
や
ご
家
族
の
お

話
を
じ
っ
く
り
と
聞
き
、
希
望
に

沿
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
で

き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
ま
す
」

介
護
の
鍵
は
ケ
ア
マ
ネ

　
（
古
川
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）「
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
、
介
護
が
必
要

　

ふ
れ
あ
い
平
塚
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
で
は
、医
療
・

介
護
の
緊
密
な
連
携
に
よ
り
、
利
用
者
と
家
族
の
希
望

に
沿
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
同
所

の
古
川
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

南
・
茅
ヶ
崎
の
人
間

味
あ
ふ
れ
る
豊
か
な

地
域
性
に
触
れ
な
が

ら
、
日
々
の
生
活
を

満
喫
し
て
い
た
だ
く

サ
ポ
ー
ト
を
い
た
し

ま
す
。

　

３
月
16
日
㈪
か
ら

31
日
㈫
に
開
催
す
る

個
別
の
説
明
会
で

は
、
新
し
い
ホ
ー
ム

に
つ
い
て
じ
っ
く
り

解
説
し
ま
す
。
ご
興

味
の
あ
る
方
は
、
お

気
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
事
前
予

約
制
で
す
の
で
、
ご

希
望
の
お
日
に
ち
を

お
伝
え
く
だ
さ
い
」。

〈
問
合
せ
〉

湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園

▽
電
話 

… 

０
４
６
７・

８
６・６
５
３
４

▽
住
所 

…  

茅
ヶ
崎
市

茅
ヶ
崎
２
の
２
の
３

〜
施
設
担
当
者
が
語
る
〜

　

  

新・湘
南
ふ
れ
あ
い
の
園〔　
　

   

〕

 

　
　
　

  

リ
ニュ
ー
ア
ル
後
の
違
い
と
そ
の
魅
力

ふ
れ
あ
い
平
塚
居
宅
介
護
支
援
事
業
所

　
　

医
療
に
強
い
ケ
ア
マ
ネ
が

　
　
　
　

  
希
望
に
沿
っ
た
療
養
生
活
を
提
案

介
護
付
有
料

老
人
ホ
ー
ム

2



医療法人 大樹会

●外来診療１３科目を開設
●多種病床を設置、１５６床に増床
●最先端機器（ＭＲＩ・CT・X線・マンモグラフィー等）を導入
●「透析センター」「リハビリテーションセンター」を新設

完成パース

当院についてのお問合せは鎌倉ホスピタル開設準備室（TEL：0467-59-5071）、開院までの治療はふれあい鎌倉クリニック（当院向かい）で対応しております。

　　　　全棟完全建替え工事を行なってまいりました地域病院「ふれあい鎌倉ホスピタル」は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今年２月に竣工し、４月１日にリニューアルオープンとなります。

ふれあい鎌倉ホスピタルより 新病院についてのお知らせ

●総合診療科（内科）    　 ●循環器内科　●呼吸器内科 
●神経内科　●腎臓内科　●消化器外科　●外科 
●乳腺外科　●肛門外科　●整形外科      ●脳神経外科 
●放射線科　●リハビリテーション科

診療科目〈全１３科目〉

新しく建て替えられた「ふれあい鎌倉ホスピタル」＝2020年１月初め撮影

JR横須賀線

西口
江ノ島電鉄 鎌倉駅

ふれあい鎌倉ホスピタル
御成町9-5

市役所前

御成通り
駅徒歩
3分

ふれあい鎌倉クリニックふれあい鎌倉クリニック

4／1OPEN

　

当
院
は
、
地
元
・
鎌
倉
に
お
住

ま
い
の
方
々
の
愛
着
あ
る
『
御
成

（
通
り
）
商
店
街
』
に
近
く
、
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
。
開
院
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い

る
多
く
の
方
々
や
、
地
域
の
方
々

に
と
っ
て
、
真
に
必
要
な
医
療
の

提
供
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
是

非
、
今
後
の
当
院
に
ご
期
待
く
だ

さ
い
」。　　
〈
取
材
協
力
／
同
院
〉

　

病
床
も
増
え
ま
す
。
旧
病
院
か

ら
44
床
も
増
床
し
、
２
・
３
階
の

入
院
病
棟
に
は
、
全
１
５
６
床
を

確
保
。
病
床
の
構
成
は
、
一
般
病

棟
に
58
床
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
病
棟
に
48
床
、
障
害

者
施
設
等
一
般
病
棟
は
50
床
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
病
床
展
開
は
、
日
本
に
お

い
て
複
雑
・
多
様
化
し
て
い
る
医

療
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
の
体

制
で
す
。
高
齢
人
口
の
増
加
に

よ
っ
て
増
え
続
け
て
い
る
「
脳
梗

塞
」「
脳
出
血
」
な
ど
の
脳
血
管

疾
患
や
、「
大
腿
骨
骨
折
」
な
ど

の
整
形
外
科
疾
患
の
ほ
か
、
人
工

呼
吸
器
を
装
着
し
て
い
る
と
い
っ

た
医
療
依
存
度
の
高
い
患
者
を
含

め
て
、
積
極
的
に
幅
広
く
受
け
入

れ
で
き
る
環
境
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
最
上
階
の
４
階
に
は
「
透
析

セ
ン
タ
ー
」が
設
置
さ
れ
る
の
で
、

糖
尿
病
な
ど
が
起
因
す
る
「
慢
性

腎
不
全
」
に
よ
る
人
工
透
析
患
者

の
入
院
治
療
も
可
能
で
す
。　

「
救
急
拠
点
病
院
」に
指
定　

　

救
急
病
床
も
設
置
さ
れ
る
の

で
、こ
れ
ま
で
の
指
定
で
あ
る「
二

次
救
急
」
よ
り
も
、
さ
ら
に
救
急

搬
送
に
対
応
で
き
る
「
救
急
拠
点

病
院
」
と
し
て
、
24
時
間
３
６
５

日
に
わ
た
っ
て
地
域
医
療
に
貢
献

し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
病
院
ス
タ
ッ
フ
よ
り

　
「
４
月
の
開
院
に
先
立
ち
、
近

隣
に
お
住
ま
い
の
方
々
や
、
関
係

各
所
を
対
象
と
し
た
内
覧
会
の
開

催
を
、
３
月
19
日
㈭
に
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

い
科
目
を
増
や
し
た
全
13
科
目
に

な
り
ま
す
＝
下
表
参
照
。
手
術
室

（
２
室
）
が
造
設
さ
れ
て
い
る
の

で
、
外
科
手
術
や
整
形
外
科
手
術

の
対
応
（
今
後
の
予
定
）
も
可
能

な
病
院
で
す
。

　

救
急
医
療
体
制
の
充
実
化
に
あ

た
り
、
検
査
で
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ

Ｔ
、
Ｘ
線
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

な
ど
の
最
先
端
医
療
機
器
を
使
用

し
ま
す
。

　
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
に
は
、
約
４
０
０
㎡
の
広

さ
を
確
保
。
身
体
機
能
の
改
善
や

維
持
を
目
的
と
し
た
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
、
国
家
資
格
を
も

つ
理
学
療
法
士
や
作
業
療
法
士
、

言
語
聴
覚
士
が
中
心
と
な
っ
て
提

供
す
る
専
門
機
関
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
、
現
代
医
療

に
貢
献
で
き
る
体
制
を
構
築
し
た

病
院
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

全
１
５
６
床
に
増
床

　

築
60
年
を
経
過
し
た
こ
と
に
よ

る
老
朽
化
と
、
災
害
時
の
耐
震
性

強
化
に
対
応
す
る
た
め
、
新
築
に

建
て
替
え
工
事
を
行
な
っ
て
き
た

「
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
」

が
竣
工
し
、
４
月
１
日
㈬
に
開
院

し
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
鎌
倉
駅
西
口
か
ら

徒
歩
３
分
に
位
置
し
、
建
て
替
え

前
の
旧
病
院
と
同
じ
敷
地
に
あ

り
、
鎌
倉
市
の
海
岸
エ
リ
ア
の
救

急
拠
点
病
院
と
し
て
の
機
能
を
充

実
さ
せ
て
い
ま
す
。

人
工
透
析
や
リ
ハ
ビ
リ
も

　

新
病
院
は
、
地
上
４
階
建
て
の

清
潔
感
あ
る
建
物
で
、
１
階
に
は

外
来
の
診
察
室
や
検
査
室
、「
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」

な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

　

外
来
の
診
療
科
目
は
、
旧
病
院

で
設
置
さ
れ
て
い
た
も
の
に
、
腎

臓
内
科
（
人
工
透
析
治
療
）
や
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
な
ど
、
現

代
の
日
本
の
医
療
に
必
要
性
の
高

　

鎌
倉
駅
西
口
か
ら
「
御
成
通
り
」
を
進
み
、
右
折
し
た
通
り
に
あ
る
病
院

「
ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル
」。
建
て
替
え
工
事
が
終
了
し
、
診
療
科
目
や

病
床
を
増
や
し
て
機
能
を
充
実
さ
せ
、
来
月
、
新
築
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

【看護師/看護助手/クラーク】外来・手術室・病棟
    　 〈給与〉当院規定による
　 ８：３０～１７：３０、１７：００～翌９：００

【診療放射線技師 １名】撮影業務ほか
    月給２１万５０00円～３８万円
　 ８：３０～１７：３０（他シフト勤務あり）

【臨床検査技師 １名】生理検査担当（超音波検査ができる方を優遇）
    月給21万3000円～35万1000円
　 ８：３０～１７：３０（同上）

【地域連携担当 1名】各医療機関との連携業務ほか
    月給20万円～31万4200円〈大卒〉
　 ８：３０～１７：３０（同上）

【医療事務  計５名】
　 月給17万5800円～30万4700円
    時給１０２０円
▷待遇…各種社会保険、医療費補助、保育所、交通費支給、ユニフォーム貸与など
▷応募…面接会実施中！お気軽にご連絡ください。

パ正

きれいな病院で新しい仲間とスタート♪

きれいな病院で新しい仲間とスタート♪

春から心機
一転！

まずはお気
軽に

お問合せを
春から心機

一転！

まずはお気
軽に

お問合せを

正

正

正

オープニングスタッフ大募集！！

医療法人社団康心会 茅ケ崎中央病院  茅ヶ崎市茅ヶ崎２‒２‒３  ☎０４６７‒８６‒６５３０【看護師・看護助手・クラーク】担当：長住 【各技師・地域連携・医事】担当：根岸　　http://www.fureai-g.or.jp/chu/HP

正
パ

看護系は急性期看護・救急看護の経験者や夜勤可能者を優遇！!看護系は急性期看護・救急看護の経験者や夜勤可能者を優遇！!

２０～６０代が活躍の場・第二新卒・育休明け・ブランクありOK

職 

種

勤
務
地

看護師／看護助手／クラーク（病棟）／
診療放射線技師／臨床検査技師／
地域連携担当（総務課）／医療事務
４月１日オープンの
新茅ケ崎中央病院
（茅ケ崎駅北口徒歩５分）

医療スタッフ大募集新築の
　   病院で

  休日　 ４週８休＋年末年始（年間１２１日）正

パ正　常勤　　非常勤

ふ
れ
あ
い
鎌
倉
ホ
ス
ピ
タ
ル

４
月
１
日
、全
棟
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
開
院

今 春
オープン

下田看護専門学校
静岡県下田市柿崎２８９
☎０５５８‒２５‒２２１１
http://www.shimodakango.ac.jp

問
合
せ

Shizuoka

ココ

患者役の学生相手に、それぞれ
が手技を学び、身につけていき
ます。教員は複数で指導し、
しっかりと安全で安心できる看
護技術が身につけられるように
丁寧に演習を行ないます。

下田看護専門学校では、「なりたい」とい
う気持ちを大切にしています。「看護師に
なりたい！」と思う方は、是非、当校の学校
見学や学校説明会にお越しください。校内
では、看護師を目指して頑張っている学生
に出会えると思います。

下田看護
専門学校の

筋肉注射の実技授業

実技演習の風景実技演習の風景

伊豆急下田駅からバス停「上の山」下車

伊豆急下田駅からバス停「上の山」下車

学生寮（女子）あり

基礎看
護学

問
合
せ

医療経営専攻／
医療情報管理（IT）専攻

ホテル・ブライダル専攻／
トラベル・交通専攻

スペシャ
ル

医療ビジネス学科

観光学科

介護福祉学科

●医療事務の体験授業
●AIを使ったデータ作成

●現場で提供されている
   とろみ食の調理体験
●在校生にインタビュー

●ホテル・ブライダルの
   職場見学
●OBやOGへ個別質問

体験できる体験できる

体験できる体験できる

体験できる体験できる

JR町田駅

小田急線
町田駅

ココ

JR
町田駅
から
徒歩１

分

JR
町田駅
から
徒歩１

分

医療ビジネス観光福祉専門学校
神奈川県相模原市南区上鶴間本町3-18-27
☎042‒744‒9711
http://www.mbsi.ac.jp

3／31  10：00～13：003／31  10：00～13：00火

在校生がおもてなし　
医療ビジネス観光福祉専門学校の

オープンキャンパスオープンキャンパス

問
合
せ

3／28
Open Campus

湘南医療大学の

春の春の

Sat

入 退 場 自 由

11：00～16：00

各時間や詳しい情報は、
同大公式ホームページ
をご参照ください。
お電話でもお気軽に
お問合せを！

各時間や詳しい情報は、
同大公式ホームページ
をご参照ください。
お電話でもお気軽に
お問合せを！

●毎日通っているからこそ伝えたい！
在校生による「学内見学ツアー」

●湘南医療大学の在校生や教員に直接、
  具体的な質問ができる「個別相談会」
●最新の入試結果を踏まえた
  「入試対策説明会」　  など

イベント めじろ押し！

湘南医療大学
神奈川県横浜市戸塚区上品濃１６‒４８
☎０45‒821‒0115
（入試事務室）

横浜新道

東戸塚駅
西口

ココ
JR
東戸塚

駅
から
徒歩１2

分

JR
東戸塚

駅
から
徒歩１2

分

へ行こうへ行こう

臨
床
技
術
を
学
ぶ
「
実
習
室
」
に

て
、
教
員
や
在
校
生
と
一
緒
に
体

験
学
習
が
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

直
近
の
入
試
結
果
を
踏
ま
え

た
「
入
試
対
策
説
明
会
」
や
、
入

学
後
の
生
活
な
ど
の
話
が
聞
け
る

「
個
別
相
談
会
」、校
内
を
巡
る「
学

内
見
学
ツ
ア
ー
」
な
ど
、
多
種
多

様
な
イ
ベ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い

る
の
で
、
詳
細
は
大
学
Ｈ
Ｐ
ま
た

は
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　
「
湘
南
医
療
大
学
」
で
は
、
医

療
人
を
目
指
す
た
め
の
学
び
を
知

り
、
体
験
で
き
る
「
春
の
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
を
３
月
28
日
㈯

に
開
催
し
ま
す
。

　

同
大
に
は
、
看
護
学
科
と
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
科
（
理
学
療

法
学
専
攻
・
作
業
療
法
学
専
攻
）

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
当
日
は
、
入
学
後
に

看
護
や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の

▽
介
護
福
祉
学
科

　

介
護
現
場
で
提
供
さ
れ
て
い
る

「
と
ろ
み
食
」
作
り
の
ほ
か
、
在

校
生
に
直
接
質
問
が
で
き
ま
す
。

▽
観
光
学
科

　

卒
業
生
の
就
職
先
で
あ
る
ホ
テ

ル
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
施
設
を
見
学
し
、

生
の
声
（
体
験
談
）
が
聞
け
ま
す
。

　

同
校
ス
タ
ッ
フ
は
「
楽
し
い
企

画
ば
か
り
で
す
。
皆
さ
ま
是
非
ご

参
加
下
さ
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専

門
学
校
」
は
、
各
業
界
で
活
躍
で

き
る
人
材
を
排
出
す
る
エ
キ
ス

パ
ー
ト
の
養
成
校
で
す
。
３
月
31

日
㈫
は
在
校
生
が
中
心
と
な
っ
て

特
別
企
画
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
ー
プ

ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

　

医
療
事
務
の
体
験
や
、
Ｉ
Ｔ
分

野
で
は
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
実
際
に

デ
ー
タ
を
作
成
し
ま
す
。

り
、
真
剣
な
眼
差
し
で
実
技
演
習

に
臨
む
姿
勢
は
、
授
業
後
に
も
自

主
練
習
を
行
な
う
姿
と
し
て
現

れ
、同
校
で
は
恒
例
の
風
景
で
す
。

　

教
員
は
複
数
で
指
導
し
、安
全
・

安
心
の
看
護
技
術
が
身
に
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
、
き
め
細
か
い
実
技

演
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
校
は
、「
看
護
師
に
な
り
た

い
」
と
い
う
思
い
を
大
切
に
し
て

い
る
看
護
師
の
養
成
校
で
す
。

　

伊
豆
半
島
に
あ
る
「
下
田
看
護

専
門
学
校
」
で
は
、
教
員
の
手
厚

く
丁
寧
な
指
導
と
、
充
実
し
た
実

技
演
習
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

実
技
は
１
年
生
か
ら
始
ま
り
、

「
基
礎
看
護
学
方
法
論
」
の
授
業

で
は
、
筋
肉
注
射
の
演
習
を
行
な

い
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
患
者
役
に
な
っ
た
同
級
生
に
注

射
手
技
を
練
習
。
教
員
の
指
導
を

聞
き
漏
ら
す
ま
い
と
メ
モ
を
と

「
実
習
室
」で
体
験
学
習
！
春
の
Ｏ
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
スＰ

湘
南
医
療
大
学

３
月
31
日
は
楽
し
く
仕
事
を
体
感
♪

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
観
光
福
祉
専
門
学
校

複
数
の
教
員
で
手
技
を
丁
寧
に
指
導

下
田
看
護
専
門
学
校

3



ふれあいグループ

茅ケ崎駅
（北口）

鎌倉駅
（西口）

Kanagawa
茅ヶ崎市茅ヶ崎２‒２‒３
【TEL】 ０４６７‒86‒6530
【H P】 http://www.fureai-g.or.jp/chu/

鎌倉市御成町９‒５
【TEL】 ０４６７‒５９‒５０７１（開設準備室）
【H P】 http://www.fureai-g.or.jp/kamakura-hp/

開院
４１水

JR横須賀線

西口

江ノ島電鉄

鎌倉駅

市役所前

御成通り

ココ駅徒歩
3分

総合内科／消化器内科／循環器内科／
呼吸器内科／消化器外科／整形外科／
脳神経外科／心臓血管外科／眼科／
耳鼻咽喉科／皮膚科／人工透析内科／
放射線科／リハビリテーション科

● 許可病床１００床に増床
● 24時間３６５日対応の
   救急外来の本格化
● 手術室の増強（４室設置）

●「サイバーナイフセンター」新設
●「聴覚人工内耳センター」新設
●「内視鏡センター」拡充
●「腫瘍検査センター（PET-CT）」  など

診
療
科
目

総合診療科（内科）／循環器内科／
呼吸器内科／神経内科／腎臓内科／
消化器外科／乳腺外科／肛門外科／
整形外科／脳神経外科／外科／
放射線科／リハビリテーション科

● 一般病棟58床、回復期リハビリテーション病棟48床、
　障害者施設等一般病棟50床の計１５６床
● 最先端機器（ＭＲＩ・CT・X線・マンモグラフィー等）
  を導入
●「透析センター」「リハビリテーションセンター」を新設

診
療
科
目

開院
４１水

ふれあいグループは今春、湘南エリアに２つの地域病院をオープンします

医療法人大樹会

ふれあい鎌倉ホスピタル
医療法人大樹会

ふれあい鎌倉ホスピタル

医療法人社団康心会

茅ケ崎中央病院
医療法人社団康心会

茅ケ崎中央病院

新湘南バイパス

北茅ケ崎駅北茅ケ崎駅

寒川駅

1

茅ケ崎駅

ココ
相模線相模線

湘南東部
総合病院

中央公園中央公園

市役所市役所

北口北口

文化会館文化会館

茅ケ崎
新北陵
病院

茅ケ崎
新北陵
病院

駅徒歩5分

＊

＊第２期工事終了は２０２２年２月の予定。
  介護付有料老人ホーム「湘南ふれあいの園」は
  ２０２０年６月オープン予定（同一建物の上層階一部）。

茅ケ崎新北陵病院
中谷 速男 院長

　

Ａ
．
す
ぐ
に
受
診
の
必
要
が
あ

る
重
症
の
症
状
は
、
安
静
時
で
も

息
切
れ
し
た
り
、
横
に
な
る
と
呼

吸
苦
が
強
く
な
る
よ
う
な
具
合
の

悪
さ
や
、
冷
や
汗
を
と
も
な
う
息

苦
し
さ
な
ど
で
す
。
脈
拍
数
が
急

に
１
２
０
回
／
分
を
超
え
る
よ
う

な
場
合
も
、
不
整
脈
を
疑
い
、
な

る
べ
く
早
い
受
診
が
必
要
で
す
。

　

特
に
、
重
症
の
症
状
が
突
然
出

た
場
合
は
、
必
ず
救
急
受
診
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

何
回
も
心
不
全
を
繰
り
返
し
て

い
る
方
は
、
体
重
の
増
加
や
下
肢

に
む
く
み
が
発
生
し
た
段
階
で
、

外
来
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

当
院
は
、
外
来
・
入
院
治
療
だ

け
で
な
く
、
在
宅
支
援
サ
ー
ビ
ス

（
訪
問
看
護
・
訪
問
介
護
な
ど
）

も
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
服
薬
や

塩
分
制
限
な
ど
の
自
己
管
理
に
つ

い
て
も
、是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院

☎
０
４
６
７・５
３・４
１
１
１

下
、
む
く
み
の
悪
化
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
寝
た
姿
勢
で
の
強
い
呼
吸

困
難
は
、
肺
に
む
く
み
が
生
じ
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
も
症

状
の
一
つ
で
す
。

　

心
不
全
の
リ
ス
ク
が
あ
る
方
は

毎
日
、
体
重
・
自
覚
症
状
・
血
圧
・

脈
拍
を
記
録
す
る
と
よ
い
で
し
ょ

う
。
体
重
が
平
時
（
む
く
み
が
な

い
時
）
か
ら
２
〜
３
㎏
以
上
増
加

し
て
い
れ
ば
、“
黄
色
信
号
”で
す
。

体
重
が
戻
ら
な
い
場
合
は
、
一
週

間
以
内
を
目
安
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。
体
重
増
加
に
加
え
て
心
不
全

の
初
期
症
状
が
あ
れ
ば
、
１
〜
２

日
以
内
に
受
診
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
Ｑ
．
救
急
受
診
の
必
要
が
あ
る

場
合
は
ど
の
よ
う
な
時
で
す
か
？

　
Ｑ
．
よ
く
耳
に
す
る「
心
不
全
」

と
は
、
病
名
な
の
で
す
か
？

　

Ａ
．
心
不
全
は
、
心
臓
の
血
液

を
送
り
出
す
機
能
が
十
分
に
働
か

な
く
な
っ
た
「
状
態
」
を
示
し
て

い
ま
す
。
心
不
全
で
は
、
腎
臓
へ

の
血
流
が
減
少
し
て
尿
量
が
減

り
、
肺
や
足
に
む
く
み
が
生
じ
ま

す
。
そ
し
て
余
分
な
水
分
が
た
ま

る
の
で
、
体
重
が
増
加
し
ま
す
。

　
Ｑ
．
心
不
全
の
症
状
に
は
、
ど

の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
？

　

Ａ
．
初
期
症
状
に
は
、
階
段
や

坂
道
で
の
息
切
れ
、
咳
、
食
欲
低

　

心
不
全
の
治
療
に
実
績
が
あ
る
「
茅
ケ
崎
新
北

陵
病
院
」
の
中
谷
速
男
院
長
に
、
心
不
全
の
症
状

と
受
診
の
緊
急
性
に
つ
い
て
、話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

基
本
的
な
検
査
で
は
、
胸
部
Ｘ

線
・
心
電
図
・
血
液
・
尿
・
心
エ

コ
ー
・
ホ
ル
タ
ー
心
電
図
な
ど
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
専
門
的

な
も
の
に
は
、「
心
臓
カ
テ
ー
テ

ル
検
査
」「
心
臓
電
気
生
理
学
的

検
査
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

心
臓
手
術
や
カ
テ
ー
テ
ル
治
療

が
広
く
普
及
し
た
今
の
時
代
に

は
、
心
臓
の
機
能
維
持
や
、
二
次

予
防
（
病
気
の
進
行
を
抑
え
る
た

め
の
予
防
）
を
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。心
配
な
症
状
の
ほ
か
、

健
康
管
理
や
服
薬
習
慣
の
不
安
な

ど
も
、病
院
で
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

般
的
に
複
数
の
循
環
器
系
薬
剤
が

処
方
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
服
薬

だ
け
で
は
十
分
な
治
療
効
果
を
得

る
こ
と
は
難
し
く
、
塩
分
制
限
や

体
重
測
定
な
ど
の
自
己
管
理
が
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

現
代
は
高
齢
独
居
も
多
く
、
塩

分
制
限
や
服
薬
遵
守
な
ど
の
自
己

管
理
が
鍵
を
握
る
心
不
全
の
よ
う

な
病
態
に
は
、
患
者
の
心
理
的
な

サ
ポ
ー
ト
も
含
め
た「
訪
問
看
護
」

「
訪
問
介
護
」
な
ど
の
包
括
的
な

ケ
ア
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

検
査
の
種
類
と
健
康
維
持

　

国
内
で
は
心
不
全
の
入
院
患
者

が
増
え
て
お
り
、
２
０
１
７
年
度

は
過
去
最
多
の
約
26
万
人
で
し
た

（
厚
労
省
）。
初
期
の
心
不
全
は
通

院
治
療
も
可
能
で
す
が
、
重
篤
な

場
合
は
入
院
治
療
に
な
り
ま
す
。

訪
問
サ
ー
ビ
ス
も
一
つ
の
手
段

　

心
不
全
の
薬
物
治
療
で
は
、
一

整形外科
東山 礼治 医師

か
っ
た
こ
と
に
気
づ
か
れ
ま
す
。

　

も
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー
や
リ
ハ
ビ

リ
な
ど
で
改
善
し
な
け
れ
ば
、
足

首
を
安
定
化
さ
せ
る
手
術
（
靭
帯

再
建
術
）
が
必
要
で
す
。

　

私
が
考
案
し
た
傷
が
小
さ
い
世

界
初
の
関
節
鏡
手
術
を
、
患
者
さ

ま
の
状
態
に
応
じ
て
組
み
合
わ

せ
、
見
た
目
は
最
小
で
中
身
は
最

強
の
足
首
の
靭
帯
手
術
を
提
供
い

た
し
ま
す
。

　

空
手
や
バ
レ
エ
な
ど
世
界
レ
ベ

ル
の
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
復
帰

し
た
技
術
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
に

貢
献
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
受
診
し
て
く
だ
さ

い
」。

■
茅
ケ
崎
中
央
病
院
は
、
２
０
２

０
年
４
月
１
日
㈬
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
ま
す
。

昔
の
足
首
の
捻ね
ん
ざ挫
が
関
係

　
（
続
く
）「
原
因
の
多
く
は
、
昔

の
捻ね
ん
ざ挫
の
後
遺
症
で
す
。
時
々
痛

み
が
出
る
（
イ
ン
ピ
ン
ジ
メ
ン

ト
）、
押
す
と
痛
い
（
骨
こ
つ
き
ょ
く

棘
）、
歩

く
と
痛
い
（
変
形
性
足
関
節
症
な

ど
）。
こ
れ
ら
は
全
て
昔
の
捻
挫

が
き
っ
か
け
で
す
」

東
山
医
師
が
考
案
し
た
手
術
法

　
（
続
く
）「
多
く
の
患
者
さ
ま
は
、

私
の
外
来
で
初
め
て
足
首
が
ゆ
る

　

皆
さ
ま
は
、
足
首
を
痛
め
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
『
レ
ン
ト

ゲ
ン
異
常
な
し
』
と
言
わ
れ
た
の

に
、
痛
み
が
続
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

実
は
、
足
首
周
囲
の
痛
み
は
多

く
の
原
因
が
あ
り
ま
す
。Ｘ
線（
レ

ン
ト
ゲ
ン
）
写
真
で
わ
か
ら
な
い

こ
と
も
多
く
、
診
断
は
容
易
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

専
門
的
知
識
と
丁
寧
な
診
察
や

検
査
に
よ
っ
て
、
原
因
を
探
り
ま

す
」

来
月
、
新
病
院
に
着
任

　
（
東
山
礼
治
医
師
）「
２
０
２
０

年
４
月
か
ら
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す

る
新
・
茅
ケ
崎
中
央
病
院
に
赴
任

す
る
整
形
外
科
の
東
山
礼
治
で

す
。
膝ひ
ざ

・
足
の
疾
患
、
ス
ポ
ー
ツ

障
害
が
専
門
で
す
。

　

茅
ケ
崎
中
央
病
院
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
４
月
か
ら
診
療
科
目
が
大
幅
に
増

え
ま
す
。
新
し
く
増
設
さ
れ
る
一
つ
は
整
形
外
科
で
、
東
山
礼
治
医
師
が
着
任
し

ま
す
。
専
門
で
あ
る
足
首
の
痛
み
や
捻ね
ん
ざ挫

に
つ
い
て
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

足首の骨と靭帯（イメージ）

＊
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
処
置  

…  Rest

（
安
静
）・

Icing

（
冷
却
）・Com

pression

（
圧
迫
）・

Elevation

（
挙
上
）  

応
急
処
置

ぜんきょ ひ じんたい

前距腓靭帯
がいそく
外側靱帯

こうきょひ
後距腓靭帯

ぜんけいひ
前脛腓靭帯

こうけいひ
後脛腓靭帯

しょうひ
踵腓靭帯

腓
骨

ひ  

こ
つ

腓
骨

ひ  

こ
つ

脛
骨
け
い 

こ
つ

脛
骨
け
い 

こ
つ

距骨
きょこつ
距骨
きょこつ

踵骨
しょうこつ
踵骨
しょうこつ

て
い
ま
す
。

診
断
と
処
置
・
治
療
方
法

　

足
を
ひ
ね
っ
て
し
ま
う
と
、
外

く
る
ぶ
し
（
外
果
）
の
前
や
下
を

押
す
と
痛
み
（
圧
痛
）
が
あ
り
、

腫
れ
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
診
断
が

つ
き
ま
す
。
ま
た
、
Ｘ
線
（
レ
ン

ト
ゲ
ン
）
写
真
で
骨
折
の
有
無
を

確
認
し
ま
す
。
靱
帯
損
傷
が
高
度

の
場
合
に
は
、
骨
や
軟
骨
も
含
め

て
確
認
が
必
要
な
の
で
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

で
撮
像
し
ま
す
。

　

１
度
捻
挫
と
２
度
捻
挫
で
は
、

応
急
処
置
の
基
本
と
同
様
に*

Ｒ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
処
置
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　

ゆ
る
さ
が
残
る
後
遺
症
を
確
認

す
る
た
め
に
、
２
・
３
カ
月
後
に

ス
ト
レ
ス
を
か
け
た
Ｘ
線
（
レ
ン

ト
ゲ
ン
）
を
撮
影
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
安
定
性
の
強
い
も
の

に
は
、
手
術
が
行
な
わ
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

足
首
の
捻
挫
は
、
ス
ポ
ー
ツ
だ

け
で
な
く
、
歩
行
時
に
段
差
な
ど

で
起
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
捻

挫
は
、
関
節
に
か
か
る
外
力
に

よ
っ
て
非
生
理
的
運
動
が
生
じ
、

関
節
を
支
持
し
て
い
る
靭
帯
や
関

節
包
が
損
傷
す
る
こ
と
で
す
。
足

首
で
最
も
多
い
の
は
、
前
距
腓
靱

帯
が
損
傷
さ
れ
る
病
態
で
す
。

　

靭
帯
の
損
傷
程
度
に
よ
っ
て
、

捻
挫
の
程
度
を
３
つ
に
分
け
て
い

ま
す
。
靭
帯
が
伸
び
る
程
度
の
損

傷
を
〈
１
度
捻
挫
〉、
靭
帯
の
一

部
が
切
れ
る
も
の
を
〈
２
度
捻

挫
〉、
靭
帯
が
完
全
に
切
れ
る
も

の
を
〈
３
度
捻
挫
〉
と
定
義
さ
れ

　

外
く
る
ぶ
し
（
外
果
）
の
前
や

下
が
痛
ん
で
腫
れ
た
り
、
外
く
る

ぶ
し
の
前
や
下
を
押
さ
え
る
と
、

痛
み
を
感
じ
ま
す
。

病
態
と
損
傷
部
分

捻ね
ん
ざ挫
の
発
生
と
痛
み

　

足
関
節
（
以
下
・
足
首
）
捻ね

ん
ざ挫

の
多
く
は
、
足
首
を
内
側
に
ひ

ね
っ
て
起
き
、
足
首
外
側
の
靭
じ
ん
た
い帯

（
前ぜ
ん

距き
ょ

腓ひ

靱じ
ん
た
い帯）

を
損
傷
し
ま
す
。

　

足
関
節
を
捻ね
ん
ざ挫

す
る
と
靭じ
ん
た
い帯

を
損
傷
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
程
度
に
よ
っ
て

１
度
捻
挫
／
２
度
捻
挫
／
３
度
捻
挫
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
各
程
度
で
診
断
や
治
療

が
異
な
る
の
で
、
専
門
的
で
正
し
い
診
察
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

新
・
茅
ケ
崎
中
央
病
院

☎
０
４
６
７・８
６・６
５
３
０

茅
ヶ
崎
市
茅
ヶ
崎
２
の
２
の
３

心
不
全
の
症
状
と
緊
急
受
診
の
目
安

茅
ケ
崎
新
北
陵
病
院
　
中
谷
速
男 

院
長

「
心
不
全
」の
治
療
は
自
己
管
理
が
大
前
提

取
材
協
力
／
茅
ケ
崎
中
央
病
院

 「
そ
の
足
首
の
痛
み
、治
療
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！
」

整
形
外
科
　
東
山
礼
治 

医
師

３
つ
に
程
度
が
分
け
ら
れ
る「
足
首
捻ね
ん
ざ挫

」
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